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同時開講に至った経緯
理工学部 1 年生の履修科目，コンピュータリテラシ A, B は学系によって必修になっている。学生の履
修が特定の時間に集中し，教育用端末室の人数を大幅に超過して学年初めの調整が毎年起こっていた。そ
こで，理工学部と話し合い火曜日と木曜日の 1 時限目に置き，その時間には他の 1 年生科目を入れない
という事になった。理工学部の 1 年生は400名ほどであるので，教育用端末室の収容人数が48名と52名と
いう状況と少人数教育でないと教育効果が上がらない最近の学生資質を考慮した理工学部の方針で同時開
講とすることになった。平成22年度のコンピュータリテラシ A, B の開講は火曜日 1 時限 4 クラス，木曜




コンピュータリテラシ A, B は Excel の使い方の習熟を目的とするのが理工学部の教育方針である。そ
の中に VBA（Visual Basic for Application）を使えるようにすることも入っている。コンピュータリテラ
シ A では情報処理 A, B と類似の Excel の使い方を教え，コンピュータリテラシ B では，マクロや VBA
を教えることになっている。担当する教員は情報処理 A, B で Excel の使い方を教えているので，コンピ





コンピュータリテラシ B の統一シラバスでは第 7 回から第13回で Excel VBA を教えることになってい
る。シラバスに沿って具体的内容を例示したものをガイドラインとして担当の教員に配布した。また，講
義に利用可能なように電子ファイルも配布した。それを以下に示す。本報告では，以下のガイドラインの
中に現れる 3 つの資料「O‹ce2007・Excel に於いてマクロを使う為の手続き」，「マクロの書き方，実行
の仕方，マクロの保存」，「マクロを含む Book の開き方」を付録として付けた。
―  ―
国士舘大学情報科学センター紀要 第回 e-Learning 研究会報告書（2011年)










クロを有効にする手続きが必要になる。このためにマクロを持つ Excel book を立ち上げて使う
場合の資料も用意した。






ボタンの型vbOKOnly（既定値），vbYesNo, vbYesNoCancel, vbOKCancel, vbAbortRetryIg-
nore








足し算＋ 引き算－ 掛け算 割り算／
割り算の商 割り算の余りMod べき乗∧
7Mod2＝1, 73＝2, 7∧3＝777＝343
文字の連結はを用いる。“文字列 1”“文字列 2”＝“文字列 1 文字列 2”
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OŠset（A3, 2, 1）は行方向に 2 列方向に 1 移動した B5 セルである。















If 条件式 Then 命令文
If 条件式 Then 命令文 1 Else 命令文 2
第10回 Excel VBA (3)
「繰り返し処理」
―  ―
国士舘大学情報科学センター紀要 第回 e-Learning 研究会報告書（2011年)


























































秋期のコンピュータリテラシ B の講義期間の途中や終り頃に何人かの担当者と VBA の講義内容や学生
理解に関して話をした。その中で思った VBA に対する学生の理解上の問題点を述べる。
VBA は Visual Basic というプログラミング言語に基づいたプログラミング教育になるということであ
る。理工学部の方針は VBA によってプログラミング教育を始めたいと読み取れる。VBA をプログラミ
ングの開始という視点で捉えると，コンピュータリテラシ B の 7 回から13回までの 7 回の講義回数では
足りないと思われる。実際，「もう少し時間をかけないと理解させるのが難しい」という声を数人の担当
―  ―




このような例から，コンピュータリテラシ B は VBA を使った Visual Basic プログラミング授業として
15回の講義内容を見直す必要があると思われる。
付録 1 O‹ce2007・Excel に於いてマクロを使う為の手続き
開発タブの表示手続き
マクロを使えるようにするには Excel2007では「開発」タブがリボン（ホーム，挿入，ページレイアウト，








コンピュータリテラシ B での VBA 教育内容の共有化
開発タブの表示方法



























国士舘大学情報科学センター紀要 第回 e-Learning 研究会報告書（2011年)
2. 実行した結果
マクロの保存
1. ファイルタブをクリックして Book 1 の上書き保存を選ぶ。
―  ―
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2. 名前を付けて保存のウィンドーが現れるので，ファイル名を打ち込んで保存ボタンをクリックする。
3. ファイルの種類は Excel マクロ有効 book とうる。
―  ―
国士舘大学情報科学センター紀要 第回 e-Learning 研究会報告書（2011年)
付録 3 マクロを含む Book の開き方
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マクロが正常に実行されることが確認できる。
